
東北地方太平洋沖地震 

被災者・被災地への支援に力を合わせて頑張りましょう 

 

２０１１年３月１４日 

神戸医療生活協同組合 

理事長  道上 哲也 

組合員・職員のみなさん 

 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震は、日本の観測史上最大の巨大地震で、地震と

津波による被害とともに原発災害も発生し、東日本に甚大な被害にみまわれています。 

 神戸医療生協は、痛ましい犠牲となった方々につつしんで哀悼の意を表するともに被災さ

れたみなさんに心からお見舞いを申し上げます。 

 神戸医療生協は、阪神淡路大震災を経験した医療生協として「被災地支援の取り組み」「こ

れから長くかかる復興」を全国の仲間と連帯し、現地の救援を全力で支援します。 

 

神戸医療生協支援対策本部を設置しました 

 神戸医療生協では、地震発生直後より情報の収集と全日本民医連、兵庫民医連、日本医療

福祉生協連からの連絡や指示にもとづいて、必要な支援を具体化してきました。3月 13 日の

「つどい」終了後に、１回目の「東日本大震災神戸医療生協支援対策本部」会議を開催し、

本部長・道上理事長を先頭に支援体制を強化することを確認しました。 

 

医療支援チームの派遣 

 医療支援第一陣は、番町診療所・安達師長が坂総合病院で支援をおこなっています。安達

師長から（14 日午前 7:00）、『電気は復旧したが、「人」と「食料」が不足している。医師は

不眠不休となっている』との情報が入りました。第二陣支援チーム（病院・吉川看護師、い

たやど・日比師長、健まち山根・山崎各氏）が 15 日朝出発します。 

 

支援の具体化について 

①義捐金を全職員・全組合員をはじめ、広く訴える 

   ★（地域・事業所で具体化し取り組みをすすめてください） 

    ★義捐金は本部総務部へ集中してください 

②職員へ訴え、現地への「支援チーム」派遣を組織する 

現地からの支援要請や情報も刻一刻と変化しています。対策本部事務局で対応しながら、必

要な情報を発信します。現在の情報から支援物資の受付はおこないません。ご了承下さい。 

対策本部連絡先：神戸医療生協本部 ℡(078)641-1651 FAX(078)641-1641 


